
 

～ 素 晴 ら しい 一 年 に な る よ う に 努 力 し よ う ～      校 長 障子
しょうじ

 幹
みき

 

新年あけましておめでとうございます。生徒の皆さんは、どんな冬休みを過ごしたでしょうか。皆さん

一人一人が決意を新たに、新年を迎えたことと思います。 

今年は、どんな年になるのでしょうか。そして、皆さんはどんな年にしたいでしょうか。引き続き、感染

対策を徹底しながら、力を合わせて素晴らしい一年になるように努力をしていきましょう。 

保護者、地域の皆様におかれましては、本校への変わらぬご支援ご協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

さて、今日の休業明けの朝礼において、私は以下のような話をしました。それは、「２学期の後半をどの

ように過ごしたらよいか」という内容です。今日から始まる期間は短いですが、

学年のまとめと進級・進学に向けた大切な準備の学期です。１年生は後輩を迎え

る準備を、２年生は最高学年への準備、そして、３年生は進路決定とその後の準

備となります。とりわけ３年生は、それぞれの進路決定に向けて最後の頑張り時

です。健康・体調には十分注意して、最後まで努力し続けてほしいと思っており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月９日 第９号 

北区立田端中学校 

校長 障子 幹 

＜教育目標＞ 

人権尊重の精神を培い、 

国際社会と地域社会に活躍する生徒を育てる 

＜目指す生徒像＞ 

自他を愛しむ生徒 

 生命を尊ぶ健やかな生徒 

  自ら学び、自己実現を目指す生徒 

田端中だより 

● 全校集会より（ 一部抜粋 ）  

２学期の後半は、授業日数が一番短い学期です。この短い期間に、やるべきことは山ほどありま

す。４月からの新しい学年を見据えながら、今の学年に必要な力を付けましょう。 

必要な力とは、１年生は先輩になります。後輩のことを考え、思いやる余裕のある学校生活を送

らなければなりません。それから勉強。１年生の範囲は、１年生のうちに身に付ける努力をしまし

ょう。生活面では、２年生として３年生を支えられる気配りや行動ができるようになることです。 

２年生は、授業、そして、各行事や生徒会活動、毎日の清掃活動や当番活動などに精一杯、一生

懸命、誠実に取り組むことです。自分たちの一生懸命な姿を後輩たちに見てもらうことによって、

最高学年としてのあるべき姿が示せるのです。それが、最高学年の義務と責任です。それと、一年

後の進路選択の備えとしては、今から、自分の将来について考えていくことが大切です。 

３年生は、義務教育を終え、新たな世界に飛び出します。日本では、１８歳になれば成人とな

り、選挙権をもつことになります。「誰かに言われたから」や「みんながやっているから」では、

話になりません。自分で考えることです。いろいろな人にアドバイスや指導をしてもらいながら、

自分で考えることです。そして、最終的には自分で決めることです。そんな力が3年生の皆さんに

は、必要になってきます。  

人生にはいろいろなことが起こります。起こったことをどうこう言っても、過去は消せません。

だったら、落ち込むより、いい方に考えた方が人生は得だと思います。そうすると、未来は変わっ

てきます。過去は変えられないけれど、未来は自分の手で変えられます。くよくよしないで前向き

に取り組みましょう。そして、いろいろなことがありますが、どんなときも笑顔です。「笑顔」と

「自己安全管理」を意識して、次の学年に向けた最後の仕上げをしっかりしていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

   

●１月の主な予定 

19 日(火)  全校集会 

11 日(木)  専門委員会  

12 日(金)  中央委員会 英検 

15 日(月)  生徒朝礼 

17 日(水)  区教研（午前授業） 

18 日(木)  避難訓練 

20 日(土)  土曜授業 田端中ハローワーク 

22 日(月)   区席書会（王子桜中） 

24 日(水)  学校ファミリー（午前授業） 

26 日(金)   都立推薦入試 

27 日(土)  連合展覧会（始） 都立推薦入試 

28 日(日)  連合展覧会 

29 日(月)  スケアードストレイト（＠旧田端中） クリーンキャンペーン 連合展覧会（終） 

31 日(水)  ２年音楽鑑賞教室 

 ● 令和５年度「税についての作文」において王子税務署長賞を受賞しました 

 社会科の課題として取り組んだ「税についての作文」において、題名「私たちの生活を支える税」を書

いた３年生の女子生徒が王子税務署長賞を受賞しました。この作文は、自身が区役所に行ったとき目にし

たパンフレット等から、税金について考えたことを綴ったものです。 

税金が安全で豊かな生活のために役立てられることを知り、納税の重要性に 

気付いたというものでした。 

また、王子税務署の一日税務署長を務めました。王子税務署では、委嘱状 

の交付後に、署長訓示として自身の書いた作文を職員の方々の前で披露しま 

した。短い時間でしたが、経験できない素晴らしい時を過ごしていました。 

 

● ２年のイングリッシュキャンプ（ＥＣ）を実施しました  １２月１９日（火）～２１日（木） 

２泊３日で「楽学両道 let’s grow together in a wide variety of cultures」をスローガンに、岩

井に行ってきました。 

１日「アイスブレカー ゲーム」などで緊張をほぐし、「イッツア スモール ワールド」で外国人留学

生の方々の母国について教えていただきました。生徒たちは緊張せずに、留学生の方々と楽しくコミュ

ニケーションがとれるようになりました。また、夜は留学生や友達に英語で質問してバンダナにサイ

ンをもらう、「メイキング スーベニア」の活動をしました。 

２日「Taibusa English Adventure Program」として大房岬にハイキングに行きました。ここでは、留 

学生の方と一緒にハイキングをしながら各ポイントのクイズに答えるEnglish Programと、班員が協力し 

て各ミッションをクリアーしていくAdventure Programを行いました。この取組でさらに留学生の方  々

と仲良くなれ、生徒たちから話しかける場面が多くみられるようになってきました。そして、宿舎

での活動「ディスカバー ザ ワールド」では、各国の食べ物や文化、そして年中行事など、各班が

決めたテーマについて、留学生の方々に質問をして、それをまとめる活動をしました。 

 ３日「ディスカバー ザ ワールド」の発表会です。留学生へのインタ 

ビューを基にした、約５分の発表を行いました。どの班も工夫を凝らし、 

クイズやジェスチャーを交えた発表をしてくれました。 

３日という期間でしたが、英語を学ぶ意義や大切さを十分に実感できる 

貴重な機会となりました。そして、楽しい思い出にすることができました。 


